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第
10
号
刊
行
あ
い
さ
つ

　

専
修
大
学
創
立
一
三
〇
年
の
二
〇
〇
九
年
は
本
学
大
学
史
に
と
っ
て
画
期
的
な
年
で
あ
っ
た
。
一
三
〇
年
を
記
念
し
て
『
専
修

大
学
の
歴
史
』
が
平
凡
社
か
ら
刊
行
さ
れ
、
教
員
・
職
員
、
在
学
生
の
み
な
ら
ず
、
卒
業
生
を
も
視
野
に
入
れ
た
企
画
で
あ
っ

た
。
ま
た
、『
専
修
大
学
史
紀
要
』
の
創
刊
も
こ
の
年
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
年
度
に
自
校
史
講
座
・
総
合
科
目
Ⅲ
「
日
本
の
大

学
史
の
な
か
の
専
修
大
学
」
が
開
講
さ
れ
た
。
あ
れ
か
ら
一
〇
年
、『
専
修
大
学
史
紀
要
』
第
一
〇
号
が
刊
行
さ
れ
る
は
こ
び
と

な
っ
た
。

　

そ
の
内
容
・
構
成
は
、
講
演
録
、
研
究
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
史
料
紹
介
、
調
査
報
告
、
彙
報
、
と
き
に
座
談
会
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。
自
校
史
（
大
学
史
）
講
座
の
内
容
に
も
お
よ
び
、
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
（
感
想
文
）
の
い
く
つ
か
を
ほ
ぼ
原
文
の
ま
ま
掲

載
す
る
の
も
、
学
生
に
寄
り
添
い
、
そ
の
声
を
聴
く
と
い
う
専
修
大
学
の
姿
勢
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。

　

他
大
学
の
大
学
史
紀
要
等
と
厳
密
に
比
較
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、『
専
修
大
学
史
紀
要
』
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
自
校
史
講

座
で
理
事
長
・
学
長
自
ら
が
学
生
た
ち
に
大
学
の
歴
史
、
大
学
の
現
況
、
未
来
へ
の
展
望
に
つ
い
て
講
義
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大

学
の
ト
ッ
プ
が
学
生
に
直
接
語
り
か
け
る
機
会
は
学
生
の
意
欲
を
大
い
に
駆
り
立
て
る
こ
と
に
な
る
。
と
り
わ
け
、
二
一
世
紀
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
の
「
社
会
知
性
の
開
発
」
は
、
社
会
で
何
が
問
題
な
の
か
、
自
分
で
見
つ
け
、
自
分
の
力
で
主
体
的
に
解
決
す
る

知
力
を
身
に
付
け
、
社
会
に
巣
立
つ
こ
と
を
願
う
も
の
で
、
こ
の
こ
と
は
ほ
ぼ
毎
号
巻
頭
に
理
事
長
・
学
長
の
《
講
演
録
》
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
口
絵
に
み
ら
れ
る
諸
行
事
の
記
録
、
と
く
に
質
量
と
も
に
優
れ
た
企
画
展
の
記
録
で
あ
る
。
主
な
も
の
は
創
立
者
を

テ
ー
マ
に
し
た
企
画
展
で
あ
る
が
、
そ
の
出
身
地
の
博
物
館
を
会
場
と
し
、
か
つ
本
学
と
の
共
同
企
画
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
開
催
順
に
、
三
重
県
桑
名
市
博
物
館
で
の
「
駒
井
重
格
の
軌
跡

－

専
修
大
学
の
創
立
者
、
一
橋
の
名
校
長
」
展
、
鹿
児
島

県
黎
明
館
で
の
「
日
本
の
財
政
学
を
築
い
た
薩
摩
藩
士

－

専
修
大
学
創
立
者
・
田
尻
稲
次
郎
の
生
涯
」
展
、
東
京
都
墨
田
区
た
ば

こ
と
塩
の
博
物
館
で
の
「
目
賀
田
種
太
郎
と
近
代
日
本

－

教
育
者
・
法
律
家
・
官
僚
と
し
て

－

」
展
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
三
・
一
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一
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
石
巻
市
・
石
巻
専
修
大
学
と
共
同
企
画
で
、
専
修
大
学
校
歌
の
作
詞
者
で
、
被
災
後
の
多
く
の
人

に
愛
唱
さ
れ
た
「
唱
歌
斉
唱

－『
故
郷
』
の
作
詞
者
・
高
野
辰
之
の
生
涯
」
展
も
仙
台
市
で
開
催
し
た
。
地
方
で
の
開
催
は
そ
の

地
の
卒
業
生
と
の
交
流
の
場
を
提
供
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
在
学
生
の
み
な
ら
ず
、
専
修
大
学
の
卒
業
生
に
対
す
る
想
い
の
あ
ら

わ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
が
、
大
学
史
資
料
課
が
企
画
、
共
同
企
画
し
た
ミ
ニ
企
画
展
も
多
数
あ
る
。

　

第
三
に
、
本
学
は
創
立
一
三
〇
年
記
念
事
業
の
一
つ
で
あ
る
『
専
修
大
学
の
歴
史
』
発
刊
に
あ
た
っ
て
、
青
木
美
智
男
編
集
主

幹
の
も
と
専
修
大
学
史
編
纂
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
部
会
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
一
五
〇
年
に
む
け
て
事
業
計
画
ま
で
策
定
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
に
将
来
を
見
据
え
て
の
事
業
方
針
は
、
各
委
員
を
し
て
大
学
史
に
関
連
し
て
文
科
省
科
学
研
究
費
の
助
成
を
受

け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
文
系
私
立
大
学
に
お
け
る
学
徒
出
陣
の
基
礎
的
研
究
」（
代
表
新
井
勝
紘
）
は

『
専
修
大
学
史
資
料
集　

第
七
巻　

専
修
大
学
と
学
徒
出
陣
』（
二
回
配
本
）
に
結
実
し
た
。
ま
た
、
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
相
馬
永

胤
家
文
書
の
基
礎
的
研
究

－

私
学
創
設
者
の
多
面
的
分
析
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」（
代
表
大
谷
正
）
と
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
明

治
・
大
正
期
の
私
立
法
学
教
育
機
関
に
お
け
る
実
務
家
教
員
の
基
礎
的
研
究
」（
代
表
髙
木
侃
）
も
採
択
さ
れ
た
。
本
紀
要
が
そ

の
成
果
の
一
部
と
し
て
の
報
告
・
史
料
紹
介
等
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
以
上
が
『
専
修
大
学
史
紀
要
』
の
特
徴
と
い
え
る
。

　

残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
紀
要
発
刊
を
含
め
、
大
学
史
編
纂
事
業
に
主
導
的
役
割
を
担
っ
た
青
木
美
智
男
編
集
主
幹
が
研
究

調
査
先
で
急
逝
さ
れ
た
。
さ
ら
に
後
を
追
う
よ
う
に
就
任
間
も
な
い
矢
野
建
一
学
長
も
急
逝
さ
れ
た
。
お
二
方
の
最
終
講
義
に

な
っ
た
も
の
は
、
奇
し
く
も
自
校
史
講
座
で
の
講
義
で
あ
り
、
追
悼
文
と
と
も
に
「
夜
学
の
隆
盛
と
専
修
学
校
」（
第
六
号
）、

「
歴
史
を
『
か
が
み
』
に

－

戦
後
の
専
修
大
学
と
今
村
力
三
郎

－

」（
第
九
号
）
が
掲
載
さ
れ
た
。
専
修
大
学
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ

た
青
木
・
矢
野
両
先
生
の
遺
志
を
継
ぎ
、
一
五
〇
年
に
む
け
、『
専
修
大
学
史
資
料
集
』
全
一
〇
巻
の
刊
行
を
目
指
し
、
微
力
な

が
ら
本
学
大
学
史
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
誓
い
、『
専
修
大
学
史
紀
要
』
第
一
〇
号
刊
行
の
あ
い
さ
つ
と
し
た
い
。
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